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整理番号 
１０４    

資料のタイトル 
エアクーラーの腐食と問題点(3)	
 	
 	
 	
  

本資料の	
 

作成者名 
橋本哲之祐 

失敗事例のタイトル 
重油間接脱硫装置パイプマニホールド型エフルエントクーラーの異常腐食減肉	
 	
 	
 	
  

一次原因（材料要素） 
局部腐食、硫化物腐食	
  

機種 
エフルエントクーラー	
 	
  

部品 
伝熱管	
 	
  

材料 
炭素鋼	
 	
  

概略の寸法 
	
 	
  

損傷発生時の状況 
重油間接脱硫装置は運転開始後２年２ヶ月を経過している。反応生成油エアクーラーはパイプマニホールド型

で並列に配置された六つのバンドルからより成っている。運転条件は、入口温度 120℃、出口温度 60℃。ベン
ド部の腐食が激しく、侵食度は最大 0.9mm／月で寿命は半年。 
 

調査内容とその結果 
腐食の特徴：腐食はチューブ全数の内ごく一部のチューブに発生し、腐食位置は低温側のＵベンド部でエロー

ジョン的な減肉形態で寿命半年。厚肉 9.5mm のＴ型ベンドに変更したが腐食部がベンド下流の 50～70mm の
範囲の直管部に移り 0.7mm／月の腐食。	
 	
  
 

損傷発生のシナリオ 
流速過大、乱流部での水流化アンモニウム環境下でのエロージョン。	
 	
 	
 	
  
 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策） 
チューブ内流速を 20ft/sec 以下。クーラー入口配管への水注入量を十分大きくし、バンドル、チューブへの流
れの分配を良くする構造とした。インヒビター注入。 
耐食材料の利用が考えられるが選定材質が課題、炭素鋼の表面処理等についても検討課題	
 	
 	
 	
  

教訓 
流速制限、流れの均一分配が重要	
 	
 	
  

備考 
	
 	
 	
 	
  

失敗の主要因 
	
 	
 	
 	
  

誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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